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青年会議所とは 
青年会議所（JC）は、“明るい豊かな社会”の実現を同じ理想とし、次代の担い手た

る責任感を持った20歳から40歳までの指導者たらんとする青年の団体です。 
青年は人種、国籍、性別、職業、宗教の別なく、自由な個人の意志により、その居住す

る各都市の青年会議所に入会できます。 
50年の歴史をもつ日本の青年会議所運動は、めざましい発展を続けておりますが、現

在740余の地域に5万余名の会員を擁し、全国的運営の総合調整機関として日本青年会議
所が東京にあります。 
全世界に及ぶこの青年運動の中枢は、国際青年会議所ですが、114カ所の国及び地域

に101NOM（国家青年会議所）があり、約２２万人が国際的な連携をもって活動していま
す。 
日本青年会議所の事業目標は、“社会と人間の開発”です。その具体的事業としてわれ

われは市民社会の一員として、市民の共感を求め社会開発計画による日常活動を展開し、
「自由」を基盤とした民主的指導能力の開発を押し進めています。 
さらに日本の独立と民主主義を守り、自由経済体制の確立による豊かな社会を創りだす

ため、市民運動の先頭に立って進む団体、それが青年会議所です。 
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ご購読のお申し込みは（社）松山青年会議所まで 
TEL（089）941-0194　　無料 



（社）松山青年会議所 
第５６代理事長 

郷田　明史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
新年明けましておめでとうございます。 
社団法人松山青年会議所の第５６代理事

長を務めます郷田明史と申します。 
昨年は、市民の皆様をはじめとし、全
国の同志ＪＡＹＣＥＥの皆様や、卒業さ
れた先輩方々並びに、関係各署官庁の皆
様にも大変お世話になりました。心より
御礼を申し上げます。 
本年も我々の展開するまちづくり･ひ
とづくりの運動や事業に関してご理解と
ご協力を賜りますよう御願い申し上げま
す。 
さて昨年末には、皆さんご存知のよう
に『今年の漢字（財団法人日本漢字能力
検定協会主催）』において一年間を表す
一文字は『偽』という発表がありました。 
食品業界の偽装や年金問題、番組捏造
などに揺れた一年ではありましたが、我
々が行っている５５年にも亘るＪＣ運動に
は偽りはありません。引き続き『本気で
本物のＪＣ運動』を進めて行きたいとい
う思いで一杯です。 
そこで、本年度は『打てば響け！　－
共感と実践の輪をこの町に－』をスロー
ガンとして掲げ、心に響き共感が得られ
るような活動をしていく所存です。 
もちろん、このスローガンから、皆さ
ん共通して『和太鼓』を連想されること
と思います。 
私は、平成６年に松山ＪＣに入会たこ
とで、和太鼓に触れるきっかけを得る事
が出来ました。それ以来、和太鼓をライ
フワークとして取り組み、太鼓仲間と結
婚し、今では二人の子どもたちもともに
太鼓を叩いています。 
和太鼓はとても門戸の広い楽器で、桴

（ばち）で太鼓の面を叩く事が出来れば、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
誰にでも音を出す事が出来ます。例えば、
トランペットやバイオリンなどは、聴く
に堪える音を出せるようになるまで、か
なりの時間を要することでしょう。比べ
ますと和太鼓は年齢に関係なく親しみや
すい楽器であるとも言えます。 
その『和太鼓』がまちづくり･ひとづ
くりの運動の根幹を考える際に、大きな
ヒントを与えてくれました。 
私たちが行っているＪＣ運動は、市民
と言う聴き手に対してＪＣが打ち手とな
り、様々な桴を手段として太鼓を打ち鳴
らし、共感を得ると云うイメージを持た
れがちです。 
しかし、いま本当に我々ＪＡＹＣＥＥ
がなるべき立場は、打ち手だけではなく、
太鼓であったり、桴であったりするべき
ではないかと考えるに至りました。 
破れてはいないか、革が弛んではいな
いか。そんな状態であれば、折角まちづ
くりに興味を持った市民の皆さんは打ち
甲斐のない太鼓から離れて行くでしょう
し、聴いているほうも苦痛に感じること
でしょう。 
常に響き、人々に共感を抱いていただ
けるようなＪＣを、またそういう音で奏
でられるようなＪＣを目指し、一年間で
はありますが理事長としての職務をまっ
とうできるよう全力を尽くして頑張りま
す。 
今年一年が皆様にとりまして、実り多
き一年でありますように、そして私たち
が行う青年会議所の活動に対しても、旧
に倍しましてのご理解とご協力を賜りま
すよう、重ねてお願い申し上げ、年頭誌
面にての御挨拶とさせていただきます。 
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愛媛県知事 

加戸　守行 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年の年頭に当たり、謹んで新春

のお慶びを申し上げます。 

皆様方におかれましては、日ごろから、

さまざまな活動を通じて明るく豊かな地

域社会の実現に多大な御尽力をいただい

ており、深く感謝いたしますとともに、

県政の推進に格別の御理解と御協力を賜

っており、厚くお礼を申し上げます。 

さて、我が国経済が、原油価格の高騰

やサブプライム住宅ローンの影響といっ

た懸念材料を抱えつつも緩やかに回復を

続ける中で、本県経済は、大都市圏のよ

うな本格的な景気回復に至っておらず、

依然として業種間や地域間に格差が見受

けられるなど大変厳しい状況にあります。 

このため、県におきましては、景気・

雇用対策を県政の最重要課題に掲げ、将

来の芽出しとなるような地域資源を活用

した新産業や新規ビジネスの創出、既存

産業の高付加価値化や高度化、美しい自

然や固有の伝統文化を活かした観光の振

興等に取り組むとともに、雇用の確保に

即効性のある企業誘致や若年者の就職支

援、仕事と子育てがしやすい労働環境の

整備などに積極的に取り組んでおります。 

また、その一方で、地域の活力は、そこ

で学び、そこで働き、そこで暮らす一人

ひとりの魂（こころ）の輝きから生まれ

てくるという発想の下、１４７万県民のや 

 

 

 

 

 

 

 

 

さしさとパワーを結集した「県民力」を糧

に、互いに助け合い支え合う活動の輪を

広げる「愛と心のネットワークづくり」

に全力で取り組んでいます。 

このような中、松山青年会議所の皆様

方が、歴史や文化など固有の資源に着目

し、地域の活力を高めるさまざまな活動

を精力的に展開しておられますことは、

誠に意義深く、大変心強く存じておりま

す。とりわけ、「俳句甲子園」や「松山

お城まつり」、「まつやま市民シンポジ

ウム」は、住民のまちづくりに対する気

運の醸成や協働の意識を高めるとともに、

愛媛・松山の魅力を全国に向けて発信す

るものであり、本県の活性化に大いに資

するものと認識いたしております。 

どうか皆様方には、今後とも、会員相

互の強固な結束力、そして持ち前の若さ

と行動力で、２００８年度のスローガンに掲

げられた「『共感と実践』の輪」を広げ

ていただき、子どもやお年寄りの笑顔が

あふれ、みんなの魂（こころ）が光り輝

く、そんな「輝くふるさと愛媛」の実現

に一層のお力添えを賜りますようお願い

申し上げます。 

終わりに、社団法人松山青年会議所の

ますますの御発展、並びに皆様方の今年

１年の御健勝と御活躍を心からお祈り申

し上げます。 
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松山市長 

中村　時広 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
新年明けましておめでとうございます。 
松山青年会議所の皆様には、御家族と
もおそろいで輝かしい新年を迎えられた
こととお喜び申し上げます。 
また、平素から市政の推進に格別の御
理解・御協力を賜り、心から感謝を申し
上げますととともに、「奉仕・修練・友
情」という三つの信条のもと、環境、福
祉、地域コミュニティなど、様々な面で
その成果を挙げておられますことに深く
敬意を表する次第でございます。 
さて、昨今のわが国の情勢は、格差社
会の問題や教育現場における様々な問題
など、従来とは質の異なる問題が発生し
ており、速やかな対応が必要となってお
ります。 
また、本市を取り巻く環境も、国が進
める三位一体の改革や社会保障制度改革
をはじめとする一連の構造改革、さらに
は地方分権の進展等により大きく変化し
ており、ますます厳しい行財政運営が求
められているところでございます。 
そのような状況の中、本市では、まち
づくりの基本理念に「『坂の上の雲』を
めざして」を掲げておりますが、この言
葉が示す意味は、市民一人ひとりが松山
に誇りを持ち、夢や目標を抱いて、その
実現に向けて努力することの大切さであ
り、そのような市民が住むまちは、どこ
よりも輝きを持った素晴らしいまちであ
ると考えております。 
現在、その大きな柱の一つとして「坂
の上の雲のまちづくり」を推進しており、
昨年４月に完成した「坂の上の雲ミュー
ジアム」をはじめ、松山城天守閣の改修
やロープウェイ駅舎の改修・ファザード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備、さらには道後温泉本館周辺の景観
整備等を行うなど、５０万人都市にふさわ
しい魅力的で活力あるまちづくりに全力
で取り組んでいるところであります。 
特に、ＮＨＫが平成２１年の秋から３年間
にわたり放映されるスペシャル大河ドラ
マ「坂の上の雲」のロケーションが、本
年８月から行なわれる予定になっており、
この機会を捉え、松山のまちづくりを積
極的にＰＲしてまいりたいと考えており
ます。 
また、本市ではスポーツを軸としたま
ちづくりにも積極的に取り組んでおりま
して、昨年は愛媛ＦＣが天皇杯において
8強入りを果たしたことや愛媛マンダリ
ンパイレーツが、「四国・九州リーグ」
となり、６球団でリーグ戦が行なわれる
ことで、さらに盛り上がることが予想さ
れますことから、こうしたスポーツ事業
に対しても引き続き行政として、できう
る限りの支援を行い、交流人口の拡大等
による地域経済の活性化を図ってまいり
たいと考えています。 
このように本市では、市の将来を見据
えた施策に優先して取り組んでいるとこ
ろですが、松山青年会議所におかれまし
ても、「２０１０年まつやままちづくりビジ
ョン」のもと、様々な分野において主体
的に地域に貢献する先導的な役割を果さ
れることを大いにご期待申し上げるとこ
ろであります。 
今後におきましても、明るい豊かな社
会づくりのために御尽力をお願いすると
ともに、松山青年会議所の益々のご発展
と会員各位のご活躍を祈念し、新春のご
挨拶とさせていただきます。 
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シニアクラブ会長 

加藤　忠彦 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。

何卒本年もご支援ご指導の程宜しくお願

い申し上げます。 

さて、昨年は【偽】の年と言われまし

たが、本年は【乱】の様相を呈した年明

けのような気がします。 

アメリカのサブプライム問題や原油高

騰など多難な問題を抱えた中、政治経済

が推移してまいりますが、果たして地方

都市である松山の地域経済がどのように

なるか危惧するところです。 

これからはベンチャー精神を持ち、独

自の夢のあるサービスや商品を開発し、

社会に貢献できる企業づくりが不可欠と

思います。常に法律よりも生活が上であ

るとの信念を持って多方面にチャレンジ

できる人材づくりを行いましょう。 

そのためには若い青年会議所の現役の

皆様の力を合わせ、常識を打ち破るよう

な事を行うことが必要だと存じます。 

今後は夢や希望を持って新しい社会開

発運動や経済活動に取り組む事が社会が

求める青年会議所のあり方であると思い

ます。 

このような中、松山青年会議所の現役

メンバーにおかれましては夢のある全国

会員大会など多彩な事業計画を遂行し、 

 

 

 

 

 

 

 

地域の活性化を図ろうと賢明に努力する

姿は本来の青年会議所運動の原点であり、

シニアクラブと致しましても歓迎すると

ころでございます。 

全国会員大会誘致につきましてはこれ

からスタートだと思いますが、現役とシ

ニアが力を合わせ夢の実現に向かって邁

進してまいりましょう。 

最後になりましたが、本年度大変ご迷

惑をおかけ致します関係各位に対し衷心

よりご支援ご指導をお願い申し上げ新春

のご挨拶とさせていただきます。 
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１．松山市及び周辺地域（以下「まつやま」と表記します）に1年以上滞在し、
転勤等の理由によりまつやまから転出される人 

２．まつやまを愛し、まつやまのイメージアップに貢献されると認められる人 
３．松山青年会議所の諸活動に参加、協力をしていただいた人 

　まつやまのＰＲ 
　松山ＪＣが実施するアンケート調査情報提供依頼などへの協力 
　わかつばきなどの原稿執筆 
　松山ＪＣの活動に対する助言と支援 
　まつやま及び松山ＪＣとの諸交流 

「坊ちゃん大使」って？ 
 
 
 
 
 
 
この３つの条件をすべて満たす方を、松山青年会議所が「坊ちゃん大使」として任命して、
まつやま及び松山青年会議所とのネットワークを維持促進を図ることにより、全国地域に向
けてまつやまのイメージアップとまちづくりの推進に貢献していただいております。 
 
「坊ちゃん大使」の皆様には主にこういった事をお願いしています。 
 
 
 
 
 
 
 
各界、各地域で活躍されている大使の皆様から、全国各地の情報を頂き、まつやまのＰ
Ｒをしていただき、また松山青年会議所のあるべき姿をご指導していただいたりと、とて
も心強いパートナーである「坊ちゃん大使」。皆様からも新年のご祝辞を頂いております
ので、ご紹介を以って新年のご挨拶とさせていただきます。 

須貝　俊司 
第８号 

八木　　實 
第１号 

野口　秀行 
第９号 

塩次喜代明 
第２号 

熊本　辰視 
第１０号 

橋山　英二 
第３号 

岩田　知也 
第１１号 

湯山　芳夫 
第４号 

西村　英俊 
第１２号 

桜本　浩士 
第５号 

石塚　義孝 
第７号 
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2008年度 
社団法人 
松山青年会議所 

直前理事長 

田中　雅之 

理事長 

郷田　明史 

副専務理事 

帽子　大輔 

専務理事 

宮竹　勝也 北村　　斉 小泉　啓典 

副理事長 

監　　事 

正岡　尚起 

普川　尚記 佐古　英樹 権名津隆治 

顧　問 

事務局長 事務局次長 財務担当理事 副財務担当理事 

木下　勝好 

近藤　弘志 

室　　長 

大野　剛嗣 長曽我部昭一郎 井川　直樹 河野　行信 清水盛士郎 

文化開発室 特別事業室 総務情報室 ひと・まちづくり室 心共育室 

天野　眞作 森本健一郎 加藤　周平 谷本　敦志 小川　　仁 

特別出向担当理事 
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全国大会誘致 
推進委員会 

委員長 

宮谷　圭一 

皆さん、明けましておめでとうございます。全国大会誘致推進委
員会　委員長　宮谷圭一です。２００８年度の委員長をさせていただき
ますので、宜しくお願いいたします。 
さて、当委員会の活動ですが、昨年の総会時に決議された社団法

人日本青年会議所　全国会員大会を松山に誘致する活動になりま
す。内容的には、松山に誘致するための理念作成の段取りを行った
り、誘致に関する現地調査の取りまとめであったり、提出書類のた
たき台の作成であったりします。この活動をしていく為には、社団
法人日本青年会議所の諸活動に率先して参加をし、社団法人松山青
年会議所が、なぜ、誘致をしていきたいのか、または、なぜ今、誘
致活動をしなければいけないのかを考え、作成した書類をたたき台
に、理事会・各委員会に投げかけ、ひとつに完成していく委員会で
す。委員会メンバー全員、誘致活動は初めての活動ですが、松山発
のローカルコミュニティー復活も含め、頑張っていきますので、一
年間、改めて宜しくお願いいたします。 

理事会  

郷田　明史 
理 事 長 

田中　雅之 
直前理事長 

木下　勝好 
顧　　問 

小泉　啓典 北村　　斉 正岡　尚起 
副理事長 

宮竹　勝也 
専務理事 

帽子　大輔 
副専務理事 

井川　直樹 
総務情報室 

加藤　周平 
財務担当理事 

小川　　仁 
事務局長 

森本健一郎 
天野　眞作 

副財務担当理事 
谷本　敦志 
事務局次長 

佐古　英樹 普川　尚記 権名津隆治 
監　　事 

長曽我部昭一郎 
特別事業室 

大野　剛嗣 
特別出向担当理事 

河野　行信 
ひと・まちづくり室 

清水盛士郎 
心共育室 

近藤　弘志 
文化開発室 

組織図 

観光開発 
委員会 

文化発信 
委員会 

全力少年 
共感委員会 

次世代 
共育委員会 

まちづくり
委員会 

会員開発 
委員会 

広報 
委員会 

総務 
委員会 

松山創造 
委員会 

全国大会誘致
推進委員会 

大野　剛嗣 特別出向担当理事 

出向者 
連絡協議会 
（必要に応じ開催） 
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委員長 

寺川　洋史 

　２００８年度、松山創造委員会の委員長を務めさせていただくことに
なりました寺川　洋史です。本年度の当委員会の事業内容について
御説明いたします。 
　①愛媛ブロック会員大会の企画・運営。 
　②２０１０年まちづくりビジョンの検証。 
　③１１月例会担当。となっております。 
　まず、①のブロツク会員大会ですが、１０年ぶりに松山で開催され
るということで、県都ＬＯＭらしい企画を考えていかなければなら
ないと思います。メインフォーラムから大懇親会まで愛媛全メンバ
ーに、"さすが松山"と思ってもらえるよう務めさせていただきます。 
　次に②の２０１０年まちづくりビジョンの検証ですが、創立５０周年に
発表したビジョンです。７年間で時代背景も変わり、今後の松山を
よりよい街にするかという大事なビションだけに、委員会としも１
年間をかけて今まで松山ＪＣとして、どの事業がどうであったかを
一つずつ紐解いて、検証し、次年度以降に作られるであろう２０２０年
まちづくりビジョンのキーワードが発見できればいいなと思います。 
　松山創造委員会は、新しく創めてのことを造りだす委員会として
名前を付けさせていただいております。また、全メンバーの皆さん
のご協力があってこの委員会は成り立っていけるのではないかなと
思います。どうか１年間よろしくお願いいたします。 

室長　長曽我部 昭一郎 特別事業室 

松山創造委員会 

委員長 

坪内　洋輔 

今年の総務委員会は、例年の「総会の企画・運営」「例会受付」
「シニアクラブへの対応」などに加え、「新公益法人制度に関する
調査・研究」が大きな担いとしてあります。といっても今現在、ど
のような改革なのか、詳細は明らかになっていない状況ですので、
一年間をかけて調査し、必要な部分を改め、年内総会での「公益社
団法人格取得決議」をいただくことを当面の目標としています。そ
の第一弾として、１月末に「議案上程・会計セミナー」を開催しま
す。これは特段新しいことをしようというのではなく、従来決まっ
ているルールをきちんと運用しましょう、そうすれば松山ＬＯＭは
公益社団法人格は間違いなく取れる、というスタンスです。ですけ
どそういう意味では、今年一年間、「めんどい総務委員会」になる
かもしれませんが、「高い公益性をもった団体」として諸先輩方の
築き上げた歴史と伝統を汚さぬよう、皆様のご理解とご協力を賜り
たく、一年間宜しくお願いします。 

室長　井川　直樹 総務情報室 

総務委員会 

委員長 

寺田　　明 

このたび広報委員会委員長をさせていただく寺田と申します。
我々広報委員会は社団法人松山青年会議所が地域社会において規範
とされる団体となるために社団法人松山青年会議所の活動を広報す
る役割を担っていきます。広報誌わかつばきとホームページ「ＭＪ
Ｃ」を通して情報を発信します。又ＬＯＭの事業に対するマスコミ
関係などの窓口となりプレスリリースの発行もします。微力な私で
すが、心強い委員会メンバーの協力を得ながら一年間頑張って参り
ますのでどうか宜しくお願い申し上げます。 
①積極的な広報活動の実施・充実 
　（１）広報誌わかつばきの製作・編集・発刊・管理 
　（２）ホームページ「ＭＪＣ」の活用又は管理・充実 
　（３）各マスメディアの取材および原稿依頼への対応 
　（４）各種メディアへのプレスリリースの発行 
②対外的広報渉外活動の検証 
③４月例会の企画・運営(第二エリア公式訪問例会) 
④１１月例会の企画・運営 
⑤その他 

広報委員会 
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委員長 

和泉　北斗 

～忠恕のみ～ 
現在はたいへん子どもを育てにくい社会になっています。核家族

化の影響で子育ての伝承が難しくなり、身近にサポートできる親族
もいないために子を育てる親が孤立し、精神的に追い詰められ、虐
待に走ることも少なくありません。この事は「少子化」の問題も孕
んでいます。老人をみんなで助けようという趣旨で始まった「介護
保険制度」のように、子育てにおいても子を持つ親に押し付けるの
ではなく、地域全体が関わっていく仕組みを作らなければなりませ
ん。その仕組みの中に合理的な知識を身につける「親学」と考えます。 
ただ一方で「モンスターペアレント」という人間性を疑う親が増

えています。我欲を満たす事のみを追求するその姿はたいへん醜く、
卑しいものです。改めて大人がしっかりした人生観や社会観を身に
付ける必要があるのではないかと考えます。１年間を通じて次世代
に伝えるべき「人としてのあり方」を探求し、「自らを戒める」鏡
を宿す事ができれば幸いに思います。 

室長　清水盛士郎 心 共 育 室  

次世代共育委員会 

委員長 

黒光　　毅 

当委員会の事業は、会員の拡大と、会員の資質向上です。松山青
年会議所の魅力をさらに高められるよう、一人ひとりのスキルアッ
プ、組織のスキルアップを目指し、活動していきます。ＪＣ活動の
本来の目的であります「明るい豊かな社会を築きあげる」ため、Ｊ
Ｃは「まちづくり」・「ひとづくり」に重点を置いて活動しており
ます。ＬＯＭの会員拡大は、自らの地域に自立した市民を一人でも
多く増やすための活動です。ＪＣ活動そのものであると考えます。
ＬＯＭの活性化・地域の活性化につながるようにがんばって取り組
んでいきます。 
 
「事業内容」 
●会員拡大推進活動 
●新入会員・準会員への対応 
●会員研修 
●その他 

室長　河野　行信 ひと・まちづくり室 

会員開発委員会 

委員長 

雲瀬　　理 

「すべては明日のまつやまの為に」 
　　　～目的に向かって一直線に進もう！～ 
 
当委員会では「まつやま市民シンポジウム」を軸に、思いやりや

助け合いの精神に溢れる「まつやま」のまちづくりに取り組んでま
いります。 
「まちづくり」は我々ＪＣを含む市民ひとりひとりが垣根を取り

払い、お互いの違いを認め合って心をひとつにして取り組まなけれ
ば実現できるものでありません。市民の琴線に触れる事業を企画・
実行し、事業を通して市民の皆様と手を携えて「まちづくり」に取
り組める雰囲気を作り出せればと考えております。 

まちづくり委員会 
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委員長 

結城　　旬 

～子供たちから学ぶ～ 
もしかすると人生に対峙していく姿勢は、われわれ大人よりも子

供たちの方が勝っているのかもしれません。今年の当委員会は、全
力でなにかに挑む子供たちを応援し、彼らに将来立ちはだかるであ
ろうさまざまな障害に立ち向かう「タフなこころと身体」の礎の一
助となるような活動を目指します。子供たちと共に学び、共に動き、
共に感じることこそがその近道であると考えています。決して既成
概念にとらわれることなく、諸先輩の意思を引き継ぎながら、それ
ぞれの場面で世の中の変化に適応した「創意工夫」と「チャレン
ジ」を忘れることなく取り組んでまいります。 
 
事業内容 
＊青少年関連問題に関する調査・研究の実施及び事業の企画・運営 
＊青少年育成事業の企画・運営 
＊その他 

全力少年共感委員会 

委員長 

木本　幸治 

「広めよう、まつやまの文化」のスローガンのもと、当委員会
は、まつやまの誇れる文化を広く全国に発信していく事を目的とし
て、委員会運営をおこないます。大きく２つの事業をおこないま
す。まず一つめは、松山周辺のおける地域文化・歴史文化の調査・
検証をおこない広域発信可能な事業の企画・運営として、その題材
は現在、委員会内で協議をしておりますが、食文化などのごく身近
なところから考えていきたいと考えております。５月例会の例会事
業におきましても、このあたりを題材に企画していきたいと考えて
おります。二つめは、俳句甲子園に関してですが、第１１回俳句甲子
園全国大会の支援活動として、参加校と地方大会の増設の為の活動
をおこないます。実際にアポをとって各学校に直接伺い、参加を要
請していきたいとも考えております。また、松山大会の企画・運営
をおこないます。松山ＪＣメンバーの皆様にも、ご協力頂きたいこ
とが沢山ありますので、何卒よろしくお願い申し上げます。 

室長　近藤　弘志 文化開発室 

文化発信委員会 

委員長 

藤田　昌宏 

委員会スローガン：魅力ある「まつやま」創り 
委員会の事業内容について観光開発委員会では、大きな事業とし

まして４月６日（日）に行われます「松山春まつりお城まつり」が
あります。大名武者行列では公募で集まった市民が殿・姫・大名・
武者に扮し、馬も加わり勇壮華麗で魅力あふれる行列を繰り広げま
す。ストリート演技では、高校生による学校対抗の「千舟ダンスカ
ーニバル」が行われます。年々参加校、参加人数も増え、「お城ま
つり」のメインイベントのひとつとして盛り上がっています。この
「お城まつり」の企画・運営が大きな事業のひとつとなります。
「お城まつり」を通じて市民の主体的、自律的、創造的な取り組み
と、観光客もともに参加できる「参加型観光」での「観光交流」の
あり方についての調査・研究の実施も行います。また「まつやま」
における｢観光開発｣を目的とした事業をよりよく魅力あるものとす
るために他団体との事業共同開催に関する調査・研究もします。 
●今後の春まつりと夏まつりへの対応と、観光客から見た「まつ

　　やま」に関する検証 
●他団体との事業共同開催に関する調査・研究 
●松山春まつりお城まつりの企画・運営 
●８月例会の企画・運営観光 

観光開発委員会 
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永遠に継がれるＪＣの絆 
●平成１９年１２月１８日（火）　●松山全日空ホテル 

2007年度 12月例会・卒業式・懇親会 
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　２００７年１２月１８日（火）に松山全日空ホ
テルのエメラルドルームにて１２月例会・
卒業式・懇親会が開催されました。昭和
４２年生まれの卒業生の先輩方によるＪＣ
Ｉクリード唱和とＪＣ宣言文朗読並びに
綱領唱和が行われました。そして田中理
事長の挨拶、理事長バッジの交換、功労
者表彰が行われました。 

そして例会行事の卒業式が始まり２０名
の卒業生全員が登壇しました。卒業証書
・卒業記念品授与の後、卒業生から現役
メンバーに記念品を頂きました。 
続いて卒業生代
表の山澤満君から
の代表挨拶があり
宮野監事・吉末監
事・松田監事から
今年最後の監事総
評があり無事卒業
式を閉会しました。
１０分の休憩の後同
会場にて懇親会が
始まりました。毎
年恒例ですが提灯
を持った各委員会
の現役メンバーの
先導で卒業生が入
場します。 

羽織はかまやユニークな格好をされた卒
業生もいらっしゃいました。場内は暗く
なりスポットライトを浴びた卒業生が順
に一人ずつ入場しますがその度に場内は
とても盛り上がります。そして理事長挨
拶の後２００７年度シニアクラブの開会長に
挨拶して頂きました。２００８年度シニアク
ラブの加藤会長に音頭を取って頂き乾杯
が行われました。 



歓談中は卒業生に大勢のメンバーがお
酒を注いで回るのですが、さすがに長年
の経験のお陰か卒業生はお酒に相当強い
方が多かったです。途中、各委員会のメ
ンバーから卒業生一人ずつに贈る言葉を
述べました。卒業生それぞれにいろいろ
なエピソードがあり話は尽きませんでし
た。最後に現役メンバーの輪の中で卒業
生が握手をして回りました。卒業生は感
極まって涙を流す場面も多くありました。 
 

現役メンバーは卒業生を何人も胴上げ
しては涙を堪えている様でした。そして
肩を組んで若い我等の斉唱となりました。
木下直前理事長による中締めがあり懇親
会を閉会しました。その後も各委員会毎
に会場を変えて卒業生との最後のお別れ
が遅くまでお互い涙が枯れるまで行われ
た様です。卒業生の皆様本当にお疲れ様
でした。ご卒業おめでとうございます。
　　　　　　　　　　　　　　（平田） 
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おごそかな雰囲気で執り行われました 

参加者全員での写真撮影 

長からの新年の挨拶がありました。その
後暫し歓談の後には衆議院議員の塩崎恭
久先輩にも参加していただき内閣官房長
官の経験を踏まえた政治・経済・環境問
題などについて貴重な話をして頂きまし
た。参加者からの質問にも丁寧に答えて
頂ける等有意義な時間となりました。 
　　　　　　　　　　　　　　（平田） 
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　２００８年１月４日（金）午後４時に伊豫豆
比古命神社（椿神社）にて毎年恒例の年
賀交歓会が行われました。まず全員で神
社拝殿にて今年の事業の成功や安全を祈
願しました。郷田理事長とシニアクラブ
の加藤会長を最前列とし、多くの（社）松
山青年会議所関係者が参加しました。祈
願終了後には写真撮影がありその後別室
にて郷田理事長とシニアクラブの加藤会 



　２００８年度社団法人松山青年会議所のホームページが今年のテーマカラーのグリ
ーンを基調にリニューアルオープンしました。「打てば響け！『共感と実践』の
輪をこのまちに」という２００８年度社団法人松山青年会議所スローガンの入った松
山城の写真をメインに、画面中央にはわかつばきＰＤＦ版へのリンクがありそこ
をクリックしていただければ常にわかつばきの最新号を見ることができます。記
事や写真の拡大などもできるためとても見やすくなっています。画面左側には社
団法人松山青年会議所の説明・入会案内・理事長紹介・わか
つばきバックナンバー・お知らせトピックスがあります。さ
らに郷田理事長のブログ、各委員会紹介、日本JCへのリンク
もアップしています。できる限り見やすく使いやすいように
作りました。最新のニュースはもとより例会及び事業案内・
報告を常時更新していきます。皆様ぜひ活用して下さい。
（広報委員会） 

http://www.m-jc.net/ 
E-mail:matsuyama@m-jc.net
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趣味の会からのお知らせ  

〈対内誌〉 
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●釣クラブ（会長　奥村　裕紀） 
新年明けましておめでとうございます。昨年に引き続きお世話をさせて頂きます奥

村です。「釣クラブ」とは、松山沖での船釣という釣を通じて松山青年会議所メンバ
ー及びシニアクラブメンバーで楽しく交流していく場です。現在４０名のメンバーにて
年間約８回の釣と親睦会を開催しています。自然相手のスポーツなので、いつものん
びり釣を楽しんでばかりではいられません。突然雨が降ったり、激しい横波に揺れ思
わず撒き餌をしたり、暑さの余り気絶しそうなときもありますが大物を釣り上げたと
きの感動は格別です。そして新鮮なお土産を持って帰ればご家族も喜びお父さんとし
ての株は上がること間違いなし！そんな釣を片手に釣竿、
もう一方にはビールを持って楽しんでいます。 
昨年は天候の都合もありまして釣行が予定どおり開催

できない日が多々ありましたが今年度は開催日を増やす
予定です。そして更なる大物を狙って南予遠征も企画し
ております。たまには釣りでもしてリフレッシュしてみ
ませんか！クラブメンバーも現役・シニア問わず新しい
方の入会を心待ちにしています。入会希望の方はお近く
のクラブメンバーもしくは私、奥村か副会長の松浦先輩
や事務局までご連絡ください。皆さんの入会をお待ちし
ております。今年も皆でフィッシング～！！ 

●ドライバーズクラブ（会長　大野　剛嗣） 
皆様あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 
昨年度は活動が滞っていましたが今年は本来の目的である車ライフをメンバーの皆

さんと楽しむ為に何か企画したいと思っています。こんなことしたいという方ご連絡
を！！ 
新入会員、車好きの方々車種は問いませんのでご入会をよろしくお願いします。 

●茶道同好会（会長　天野　眞作） 
あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。私たち茶道同好

会は毎月第２・３水曜日の１９時から持田町にある愛媛県生活文化センター内のお茶室
を使って日々精進しています。お稽古中堅苦しい雰囲気はなく、先生や事務局員さん
と世間話をしながらおいしいお抹茶とお菓子を楽しみます。興味が湧きましたらいつ
でもいらしてください。 

●一隻会（会長　山内　孝洋） 
一隻会とはただ楽しく飲むだけではなく、男を磨く（マナー・会話術）社交場と考

えております。ぜひ、独身の方はご参加ください。楽しい仲間を募集中です。いい出
会いを見つけましょう！今年は会を積極的に開催します。よろしくお願いいたします。 
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新年明けまして 
おめでとうございます 
昨年中はいろいろとお世話になりました 
今年もよろしくお願い申し上げます 
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松山ＪＣじゃがいもクラブからのご挨拶 松山ＪＣじゃがいもクラブからのご挨拶 

※上記日程は予定です。公式行事等により変更に成る場合がありますの
で、必ず毎月わかつばき及び案内状で次月日程をご確認ください。 

●２００８年度じゃがいもクラブ月例日程表 

月　　日 
 
１月１６日（水） 
 
２月２４日（日） 
３月１９日（水） 
４月（予定） 
４月２１日（月） 
５月２１日（水） 
５月２６日（月） 
６月７日（土） 
８日（日） 

６月９日（月） 
７月１６日（水） 
８月２４日（日） 
８月３日（日） 
４日（月） 

９月１７日（水） 
１０月（予定） 
 
１１月１９日（水） 

コ　ー　ス 
奥道後ゴルフクラブ 
第１回定時総会 
松山シーサイドカントリークラブ 
北条カントリークラブ 
愛媛ブロックじゃがいもクラブ春季大会・４月例会 
西日本地区大会　琉球ゴルフ倶楽部 
エリエールゴルフクラブ松山 
中日本地区大会　軽井沢７２北コース 
 
遠征（予定） 
 
東日本地区大会　東急セブンハンドレットクラブ 
サンセットヒルズカントリークラブ 
久万カントリークラブ 
全日本選手権大会 
岐阜関カントリー倶楽部 
松山国際ゴルフ倶楽部 
愛媛ブロックじゃがいもクラブ秋季大会・１０月例会 
道後ゴルフ倶楽部　取り切り戦 
第２回定時総会 

総　会 

武智　光成 
会　長 

小池　正照 
競技委員 

野中　信辰 藤田　昌宏 
副　会　長 

菅野　　崇 
矢野　大洋 藤堂　幸司 
白石　裕英 寺川　洋史 
吉末　　修 森　　善真 
汐入　弘一 赤松　功朗 

幹　事 

岡本　　治 
副 会 長 

高須賀盛満 
幹　事 

石丸　直史 
相 談 役 

◎ 

２００８年度 松山青年会議所じゃがいもクラブ 
役　員　組　織　図 

◎は委員長 

〈対内誌〉 
１６ http://www.m-jc.net/

じ
ゃ
が
い
も
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ラ
ブ 

新年あけましておめでとうございます。本年度、松山ＪＣじゃがい
もクラブ会長武智光成です。 
このじゃがいもクラブのはじまりは、１９５４年（昭和２９年）東京ＪＣ

の創世期のメンバーが、「連日連夜の会議やら打合せやら一杯飲むば
かりでなく、たまには外の空気を吸って日頃のストレスを大いに発散
しよう」としてはじまり、名前も芋掘りゴルフが多かったので、ＪＣ
にもじって、じゃがいもクラブとしたそうです。難しい綱領や定款が

ある訳でもなく、同好者が集まって楽しく、また新入りが入って気が張らないものにしよ
う、ただ次の二つのことだけは後世に伝えようではないかと話し合ったことが、全国各地
のじゃがいもクラブの基盤になっているそうです。つまり、ＪＣの名前を冠するからには
“友情と訓練”の場であることを忘れないようにしよう。そしてもう一つは、いずれ４０才
になったらＪＣは追い出されることになるが、それでもここだけは現役とＯＢの架け橋と
して残そうではないか、ということだったそうです。 
我が松山ＪＣじゃがいもクラブも、創立時の思いを受け継いだ、現役とＯＢがゴルフを
通じてＪＣを語る楽しい場になっていると思います。ゴルフが好きで、ルール、マナー、
エチケットが守れれば上手い下手は関係ありませんので、たくさんのメンバーの入会をお
待ちしています。夜の街もいいですが、たまには青空の下で楽しく一緒にゴルフしましょう！ 
どうぞ１年間よろしくお願い致します。 








